
速度取締りの現状と課題

警 察 庁 交 通 局

1



1. 交通事故及び交通指導取締りの状況

2. 速度取締りの意義

3. 速度取締りの現状

4. 速度取締りの課題

5. 今後の速度取締りの方向性

2



１ 交通事故及び交通指導取締りの状況
（１） 交通事故の発生状況

○ 発生件数 ６６万５，１３８件（前年比－２万６，９１８件、－ ３．９％）
うち死亡事故 ４，２８０件（ 同 － ２５２件、－ ５．６％）

○ 死者数 ４，４１１人（ 同 － ２５２人、－ ５．４％）
○ 負傷者数 ８２万５，３９６人（ 同 －２万９，２１４人、－ ３．４％）
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１ 交通事故及び交通指導取締りの状況
（２）交通指導取締りの状況

動的違反取締り件数と死者数の推移
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２ 速度取締りの意義
速度違反の危険性
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危険認知速度別致死率（平成２４年）

致死率

(%)

70キロを超えると、
10人に1人以上が
死亡する確率

危険認知速度（事故直前速度）が高いほど死亡事故
に至る可能性が高い

(Km/h)※ 一般道(高速道路は除く)における統計
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３ 速度取締りの現状
（１）「交通指導取締り管理簿」による管理

交通事故実態に即した効果的な交通指導取締りを実施する
目的で、警察署・交通機動隊において、平成23年4月から運用

交通実態等の分析、
分析結果に基づく組
織的な検討を経た取
締り計画策定

取締り

の実施

活動結果
検証

次回検討・
計画策定
への反映

ＡＣＴＰＬＡＮ ＤＯ ＳＴＵＤＹ
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交通事故抑止効果を最大限発揮させるため、取締
り場所の選定、時間帯の妥当性等を事前に検討さ
せる目的で平成20年2月から運用

取締り実施ごと
に、「定置式速
度違反取締り
カード」を作成

必要性、場所・
時間帯の妥当性
を組織的に判断

署長

決裁

取締り
実施

３ 速度取締りの現状
（２） 「定置式速度違反取締りカード」による管理
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３ 速度取締りの現状

（３） 速度取締りの方式

 警察官による速度違反取締りには、定置式速度
違反取締と機動的取締り（追尾式）の双方

定置式・追尾式の取締り件数（平成２３年中）

定置式
1,308,128
(55.8%)

白バイ、パトカーの追尾式
960,566
(41.0%)

オービス
75,579
(3.2%)
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４ 速度取締りの課題
（１）「交通指導取締り管理簿」

課題

・効果的な事故分析がなされているか

・事故分析結果が取締り計画に反映されている
か

・住民要望等が取り入れられているか
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４ 速度取締りの課題
（２） 「定置式速度取締りカード」

 課題

・取締り場所の定期的検討が行われているか

・取締り場所が固定化していないか
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速度取締りには、受傷事故防止等のため、一定の
スペースが必要

４ 速度取締りの課題
（３） 速度取締り場所の確保の困難性
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５ 今後の速度取締りの方向性

（１） 事故実態に応じた取締り場所の選定等

（２） 取締りが必要な箇所における取締り場所
の確保

（３） 住民の理解が得られる交通取締りの推進

（４） 新たな取締り手法や取締り以外の手法に
よる速度抑制の研究
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